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１　研究調査の目的

最近の高度情報化社会の進展に伴って、美術工芸品等の文化財をデジタルコンテンツとして電子化し、ネットワークを

通じて閲覧するといった、あたらしい利用法が可能となってきている。また、インターネットとＷＷＷに代表される、広

域性や利便性をもったメディアの登場により、国境・言語を越えた情報の交流の機会が格段に増加している。しかし、こ

のような状況では、情報アクセス時における言語の壁が大きな問題である。問題は言語の壁のみならず、コンテンツ表題

表現における文化的・専門的知識の欠落も、検索精度向上のためには障害となる。これらの問題に対処するために、ネッ

トワーク上に存在する日本美術（とくに、浮世絵情報）を言語や文化的・専門的知識に依存せずに検索閲覧可能とする、

「多言語情報ゲートウェイ」の構想を示す。当面想定するアクセス言語は英語と日本語で、このゲートウェイの主な機能的

役割は、つぎの通りである。

１）コンテンツに付随するキャプション等の日本語テキストを英語に自動翻訳しデータベース化する。（自動翻訳には、

用例に基づく翻訳手法が有力である。）

２）利用者の検索要求を解釈して、上記のデータベース中から適切なものを検索して一覧を示し、利用者の選択により、

画像付きのコンテンツに導く。

将来においてこのような機能を実現するためには、つぎのような観点から、対象となるコンテンツに関する語と語の類

義関係を記述したシソーラスが必要である。

・用例にもとづく翻訳手法では、用例データベースのなかから翻訳対象表現ともっとも類似した対訳用例を見いだす必

要があるが、そのさいに語の類義関係を示す情報が重要な手がかりとなる。

・利用者が指定した検索語のみで検索すると、所望するコンテンツのうちの一部しか得られない等の問題があり、検索

目的を満足するためには、文化的・専門的知識にもとづいて指定された類義語または関連する語も含めて検索をおこなう

処理が必要である。

このような要求を満たすシソーラスの構築方法について研究するのが、本研究の目的である。

本研究で目的とするような、検索および翻訳に役立つシソーラス構築は、「浮世絵」という比較的範囲の明確な適用対象

で、実証的な研究をおこなうことにより、実用的および学術的な見地から、じゅうぶんな知見を獲得しうる研究テーマと

位置づけることができる。

前述した情報流通の広域化・多様化を背景として、国際日本文化研究センターでは日本固有の優れた美術・文化財コン

テンツを海外に発信するための方式を検討するため、「日本美術データベース」を構築し、内外の日本研究者に限って公開

している。このデータベースに蓄積された浮世絵表題情報をベースに、今後は自動翻訳技術を活用できる方向性を探りた

い。ほとんどが複合名詞である表題を自動翻訳するためには、用例にもとづく翻訳手法が適しているが、この手法では翻

訳対象表現ともっとも類似した対訳用例が抽出できるかがおおきな課題である。この類似用例を見いだす処理では、既存

の汎用的な類語辞典を用いるのが一般的であるが、翻訳精度の点で問題を抱えているのが現状である。また、検索におい

ても、入力キーワードだけを用いて検索したのでは、検索結果にもれが生じるため、シソーラス等を用いて類義語に展開

する必要がある。

日本美術データベースでの実践経験にもとづいて、検索や自動翻訳のために不可欠な知識源として、対象固有分野のシ

ソーラスの構築を目指すに至ったものである。

情報検索の分野において、目的とする検索結果を導くために、シソーラスの参照が有効であることが指摘されているが、

検索に特化したシソーラスはあまり例がない。たとえば国立民族学博物館で開発されたマルチメディア検索システムにお

いては、収蔵品名表現のシソーラスが作成されているが、汎用性のあるものではない。

一般に入手可能な日本語シソーラスとして、（１）類義語新辞典（角川書店）、（２）分類語彙表（国立国語研究所）、（３）

日本電子化辞書（ＥＤＲ）の概念辞書、（４）ＮＴＴの日本語語彙体系、がある。（１）および（２）は、人間が文書を書

く際の手助けとなることを目的として作られていると考えられ、（３）および（４）は言語を計算機で扱うために作成され
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ている。ただし、（４）は電子化された媒体として入手できない。

このように、本研究のような人文科学的な領域でのシソーラス作成の先行例は、ほとんど見られない。

２　方法

本研究は、シソーラスの構築手法の研究である。シソーラスの作成では語の上位下位関係や類義関係などの決定をおこ

なう必要がある。この作業は、人間の考えによるところがおおきく、機械による自動化が困難な作業である。そのため、

効率的にシソーラス作成をおこなうためには、まず基礎的検討をじゅうぶんにおこない、その後実際に応用した結果をフ

ードバックさせてシソーラスの改良をおこなうといった手順をとる必要がある。これらの作業を１年間で実施するのは困

難であり、２年間の研究期間を設定して研究をおこなっている。

シソーラス作成においては、用例から得られる語の類義関係を示す情報が重要な手がかりとなる。このような語の類義

関係に対しては視点の問題を考慮する必要がある。すなわち、ひとつの語も別の視点から見れば別の意味の側面に焦点が

当たることになる。例えば、「女形（おやま）」「立役（たちやく）」「おたふく」「ひょっとこ」という語は、「性別」という

視点から見れば、「女形（おやま）」「おたふく」、「立役（たちやく）」「ひょっとこ」とそれぞれ分類され、「劇中における

役割」という視点から見れば、「女形（おやま）」「立役（たちやく）」、「おたふく」「ひょっとこ」と分類されると考えられ

る。このように、シソーラスは実際には単純な木構造とはならず、あるノードに複数の親ノードが存在するのが一般的で

あるが、汎用的になればなるほど、視点の問題まで考慮した高精度なシソーラスの構築は現実的には不可能となる。そこ

で、本研究では、「浮世絵」という比較的範囲の明確な適用対象を設定し、視点も考慮したシソーラスの構築手法に関して、

実証的な研究をおこなっている。

本研究では、まず、浮世絵表題に関する対訳用例データを作成し、シソーラス作成のための単語の抽出を一部実施した。

そして、来年度以降の研究においてシソーラスの作成をおこない、その情報を用語辞書および用例データベースに反映さ

せる。その後、浮世絵表題の検索、検索結果の分析、シソーラスの改良を繰り返しおこなうことで研究を進める。平成１

１年度は具体的には、浮世絵表題を対象にした用語辞書および対訳用例データベースの拡充をおこなった。具体的には、

国際日本文化研究センター作成による日本美術データベース（非公開分を含めて約１００００件）を分析して、浮世絵表

題で使用される用語に関する対訳用例データベースおよび用語辞書の作成をおこなった。

平成１２年度以降は、浮世絵の有識者の意見、参考文献等に基づきシソーラスを作成し、作成した用語辞書・対訳用例

データベース中の各用語にシソーラス上の分類カテゴリーを付加していくことを予定している。

３　結果

平成１１年度の研究成果として、（１）浮世絵表題の対訳用例データの作成と（２）浮世絵表題シソーラスの作成に向け

た単語の抽出について述べる。

3.1 浮世絵表題の対訳用例データの作成

国際日本文化研究センターでは、従前より日本美術作品の画像データベースを整備し、その一部を公開している

（http://www.nichibun.ac.jp/dbase/japan.htm）。公開データベースには文字情報の英訳も掲載してあるが、当該英訳は日本

研究者向けの英訳となっているため、翻訳困難な用語はあえて翻訳せず、日本語音のローマ字表記にとどめているケース

が多い。たとえば「見立て」は”Mitate”と表記するなどである。多言語検索のためのシソーラス作成を視野に入れた場合、

このままでは対訳用例としての使用に耐えない。そこで、シソーラス作成をにらんで、英訳をやり直す作業をおこなった。

たとえば「見立て」は、”Representation of ～”といった風に、翻訳困難な日本語概念を積極的に英語に置き換えるという

方針を貫くことにした。英訳対象とした浮世絵表題は、画像公開分の約５０００件に非公開分に加えて約１００００件で

ある。

浮世絵表題は、「扇屋内花扇」「鬼もん喜兵衛河原崎権十郎」のように、名詞が連続する複合名詞の形態をとるものが多

い。それらをただ単に字句通りに翻訳したのでは、原意を表現できないことがほとんどである。「扇屋内花扇」は、「扇屋」

という揚屋の遊女「花扇」の意味である。その場合は、”The Courtesan Hanaoogi of Oogiya”と訳さなければならない。同

様に、「鬼もん喜兵衛河原崎権十郎」は、役者の河原崎権十郎が「鬼もん喜兵衛」を演じている浮世絵なので、”Kawaharazaki

Gonjuuroo in the Role of Kimon Kihei”と訳さなければ、原意を伝えることができない。同じように、「大星由良之介」は劇中

登場人物なので、”The Actor in the Role of Ooboshi Yuranosuke”と訳すのが正しい。

これらのように、浮世絵表題の英訳は、すべてもとの浮世絵作品の画像を参照し、表題が伝えんとするところの意味を、

できる限り正確に伝えるように配慮しながら翻訳作業を進めた。作品を参照しながらの作業であったので困難を極めたが、
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平成１１年度に約１００００件の浮世絵作品の表題について、英訳を付与することができた。今後、翻訳の正確さの検証

を進めなければならないが、シソーラス作成のための対訳用例データとしては、ある程度の規模を確保できたのではない

かと考える。

付与した英訳の一部を参考１に添付した。なお今回作成した英訳は、浮世絵表題対訳データの暫定版として、インター

ネット公開を予定している。

3.2 浮世絵表題シソーラスの作成に向けた単語の抽出

浮世絵表題のシソーラス作成に向けた作業として、浮世絵表題に登場する単語の抽出を開始した。作業手順として、表

題をなるべくおおきな概念で単語抽出をし、比較的数多くみられる種類の単語を集めて当座のラフな分類カテゴリーを作

成して分類を進めた。現在の分類カテゴリーは、つぎの２９種類になっている。

場所　固有の地名　風景　店名　遊女名　役者名　人名　その他の人名

動物名　植物名　品物　物語名　年中行事　年号　その他　

見立て　寺社関係　歌詠み　職人　屏風　美人図　講　遊女　七福神

楽器　婦人　風俗　戦争　歌舞伎その他

これらの分類カテゴリーは、作業者の便宜的な理由によって定めたものなので、現段階では概念レベルが錯綜しており、

このままシソーラスのカテゴリーとして使用することはできない。現在までに抽出した単語数は、４４００単語である。

単語リストの一部を参考２に添付した。

作業進行上の問題点として第一に、作品の題目と内容が一致しないケースがあることがあげられる。たとえば、題目に

「Ａ祭礼」とあっても、絵の内容は風景（祭礼ではない）としかみえないものがある。その場合Ａという単語は祭礼名にす

るべきか、風景に分類するべきか簡単には判断できず、作品に関するより多くの情報を集めなければ分類を決定できない。

第二に、浮世絵に女性が描かれている場合、それが市井の女性なのか遊女なのか決めがたいという問題がある。これに関

しても、作品に関するより高度な調査をしながら進める必要があるといえる。第三に、種々の雑多な内容が、とくに「風

俗」「その他」といったカテゴリー蓄積されている。適当な時点でそこに蓄積されている単語を分析して、サブカテゴリー

に分類する必要がある。第四に、現段階の分類が作業者の主観的判断によっている点に問題がある。作業者自身も作業を

進めるうちに、概念分類の判断基準にゆらぎが生じており、ある程度の単語量を蓄積した段階で、これまでの経験を踏ま

えて概念分類を再度見直す必要があるように思われる。

今後、これらの単語をシソーラスとして構築していくうえにおいて、既存の日本語シソーラスを参考にしながら、でき

ればある程度それと整合性を保ちながら浮世絵表題シソーラスを作成できることが理想的である。既存の日本語シソーラ

スとしては、国立国語研究所の分類語意表のようなものがモデルとして考えられる。今後は分類語意表を参考にしながら、

浮世絵表題シソーラスの構成を構想していきたい。

４　今後の予定

幸いにも本研究に対して平成１２年度も助成をお認めいただいた。それを受けて平成１２年度は、浮世絵表題からの単

語抽出とシソーラスへの作り込みの作業を続行する。作成したシソーラスは、当初から内容的な完全性を追及するのでは

なく、作業途中の暫定的なバージョンであってもそれを積極的に公開し、他研究者からのフィードバックを受けながら内

容を改訂していく方針を取りたい。
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